
A 東　京 1226 1163 0 10/3

A 神奈川 1225 1162 0 10/4

A 大　阪 1177 1114 0 10/16

A 埼　玉 1141 1078 0 1 1 / 1

A 千　葉 1140 1076 1 10/3

A 愛　知 1140 1077 0 10/18

B 京　都 1122 1058 1 11 / 2 1

B 兵　庫 1116 1052 1 10/4

B 静　岡 1097 1034 0 1 1 / 1

B 三　重 1087 1023 1 11 / 2 1

B 広　島 1085 1020 2 1 1 / 1

B 滋　賀 1080 1017 0 10/5

B 北海道 1075 1010 2 10/4

B 茨　城 1074 1005 6 10/12

B 栃　木 1068 1004 1 10/1

B 岐　阜 1065 1001 1 10/18

B 群　馬 1063 985 15 3 / 1

B 富　山 1062 998 1 10/12

B 長　野 1061 998 0 10/3

B 福　岡 1057 992 2 11 / 1 6

B 石　川 1054 984 7 10/8

B 福　井 1053 984 6 10/8

B 山　梨 1052 988 1 1 2 / 1

B 奈　良 1051 986 2 11 / 1 6

B 新　潟 1050 985 2 10/2

B 岡　山 1047 982 2 1 2 / 1

B 徳　島 1046 980 3 1 / 1

B 和歌山 1045 980 2 1 1 / 1

B 山　口 1043 979 1 10/16

B 宮　城 1038 973 2 10/4

B 香　川 1036 970 3 10/18

B 福　島 1033 955 15 1 / 1

B 島　根 1033 962 8 11 / 1 7

B 愛　媛 1033 956 14 1 2 / 1

C 大　分 1035 954 17 1 / 1

C 熊　本 1034 952 18 1 / 1

C 山　形 1032 955 13 12 / 2 3

C 岩　手 1031 952 15 1 2 / 1

C 秋　田 1031 951 16 3 / 3 1

C 長　崎 1031 953 14 1 2 / 1

C 鳥　取 1030 957 9 10/4

C 佐　賀 1030 956 10 11 / 2 1

C 青　森 1029 953 12 11 / 2 1

C 鹿児島 1026 953 9 1 1 / 1

C 高　知 1023 952 7 1 2 / 1

C 宮　崎 1023 952 7 11 / 1 6

C 沖　縄 1023 952 7 1 2 / 1

加重平均 1121 1055 3

目
安
比

ラ

ン

ク

都 道
府 県

答
申
額

現
　
行

答

申

発

効

日

過
去
最
高
も
生
活
改
善
実
感
で

き
ず
、
地
域
別
最
賃
の
矛
盾

8
月
26
日
、
静
岡
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
63
円
引
き

上
げ
１
０
９
７
円
の
答
申
を
行

な
い
ま
し
た
。
こ
の
答
申
額
は
、

中
央
の
目
安
通
り
の
引
上
げ
額

で
、
過
去
最
高
の
引
き
上
げ
で

す
が
、
私
た
ち
の
求
め
る
１
５

０
０
円
以
上
に
は
程
遠
く
、
物

価
上
昇
分
に
も
追
い
付
き
ま
せ

ん
。
政
府
が
目
標
と
し
て
い
る

「
２
０
２
０
年
代
に
１
５
０
０

円
を
実
現
す
る
」
に
は
、
静
岡

県
の
最
低
賃
金
を
毎
年
93
円

程
度
の
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
、
政
府
の
目
標
す
ら
実
施

で
き
な
い
引
き
上
げ
額
で
、
極

め
て
不
十
分
で
す
。

私
た
ち
が
今
年
行
っ
た
「
静

岡
県
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」

（
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
）
に
よ

る
と
、
静
岡
市
25
歳
男
性
単

身
世
帯
で
必
要
と
な
る
月
額
は

約
25
万
5
千
円
で
時
給
に
す

る
と
１
９
０
４
円
で
１
０
９
７

円
の
最
低
賃
金
と
は
８
０
７
円

も
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
回
、
静
岡
県
の
両
隣
の
神

奈
川
・
愛
知
と
も
63

円
の
引

き
上
げ
と
な
り
、
格
差
は
改
定

前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
労
働
力

の
県
外
へ
の
流
出
を
加
速
し
地

域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

度
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
の
公
開
を
！

静
岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

は
今
年
も
審
議
の
一
部
公
開
の

み
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
な
金

額
の
審
議
が
行
わ
れ
る
専
門
部

会
の
審
議
は
公
開
さ
れ
な
か
っ

た
上
に
、
最
低
賃
金
改
定
の
影

響
を
ま
と
も
に
受
け
る
非
正
規

労
働
者
の
生
活
実
態
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
る
意
見
陳
述
を

採
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

で
は
、
県
民
に
は
見
え
な
い
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
の
審

議
で
あ
り
、
全
国
で
審
議
の
全

面
公
開
や
意
見
陳
述
が
広
が
っ

て
い
る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
不

誠
実
な
対
応
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

最
賃
発
効
半
年
遅
れ
も
、

3
月
発
効
は
趣
旨
の
逸
脱

地
賃
で
、
最
賃
引
き
上
げ
の

目
安
額
に
積
極
的
に
上
積
み
を

は
か
る
地
域
が
広
が
る
一
方
、

改
定
額
の
発
効
日
を
大
幅
に
遅

延
さ
せ
る
動
き
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
最
賃
引
き
上
げ
が
非
正

規
雇
用
労
働
者
に
届
か
ず
、
約

半
年
の
あ
い
だ
地
域
間
格
差
は

２
１
２
円
か
ら
２
７
５
円
へ
拡

大
し
ま
す
。

最
賃
改
定
の
発
効
日
は
、
最

賃
法
14
条
2
の
規
定
で
、
原

則
は
改
定
額
を
公
示
し
て
30

日
後
で
す
。
賃
上
げ
を
非
正
規

雇
用
労
働
者
に
早
く
波
及
さ
せ

る
た
め
で
す
。
例
年
は
10
月

に
各
地
で
順
次
発
効
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
は
地
賃
審

で
発
効
日
の
遅
延
を
決
め
る
事

例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
２
０

２
６
年
ま
で
遅
延
す
る
地
域
が

あ
る
の
は
、
最
賃
を
時
給
だ
け

で
示
す
現
行
制
度
と
な
っ
た
２

０
０
２
年
以
来
初
め
て
で
す
。

最
賃
額
全
国
最
下
位
９
５
１

円
の
秋
田
は
、
目
安
に
16
円

上
積
み
し
80
円
引
き
上
げ
と

し
た
一
方
、
来
年
3
月
31
日

ま
で
発
効
を
遅
ら
せ
ま
す
。
東

京
の
10
月
3
日
か
ら
半
年
遅

れ
で
す
。
秋
田
県
労
連
は
、
半

年
遅
れ
で
「
効
果
は
半
減
し
て

し
ま
う
」
と
指
摘
。
東
京
都
と

は
半
年
で
28
万
円
以
上
の
収

入
格
差
に
な
る
と
し
て
「
秋
田

県
の
労
働
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。

岩
手
の
公
益
委
員
で
専
門
部

会
長
の
近
藤
信
一
氏
（
岩
手
県

立
大
学
教
授
）
は
「
3
月
発

効
は
法
の
趣
旨
を
逸
脱
し
て
お

り
容
認
で
き
な
い
」
「
最
低
賃

金
は
経
済
政
策
で
は
な
く
社
会

保
障
政
策
と
い
え
る
。
そ
う
考

え
る
な
ら
1
日
も
早
く
発
効

す
る
の
が
当
然
」
と
し
て
、
秋

田
や
群
馬
の
姿
勢
を
明
確
に
批

判
し
て
い
ま
す
。

発
効
日
遅
延
に
は
財
界
の
意

向
が
あ
り
ま
す
。
経
団
連
の
春

闘
方
針
「
経
営
労
働
政
策
特
別

委
員
会
報
告
」
は
19
年
版
か

ら
最
賃
改
定
の
発
効
を
遅
ら
せ

る
よ
う
主
張
。
ま
た
石
破
茂
政

権
が
「
骨
太
の
方
針
」

で
ア
ピ
ー
ル
し
た
中

小
企
業
支
援
拡
充
を

具
体
化
し
な
い
こ
と

が
、
使
用
者
側
の
強

硬
姿
勢
の
口
実
と
な
っ

て
い
ま
す
「
大
幅
引

き
上
げ
」
と
「
発
効

日
の
先
送
り
」
を
バ
ー

タ
ー
に
す
る
こ
と
は

最
賃
法
の
趣
旨
の
潜

脱
で
あ
り
許
さ
れ
ま

８
月
22
日
、
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
弁
護

士
9
条
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で

自
由
法
曹
団
事
務
局
次
長
の
小

笠
原
里
夏
弁
護
士
「
暮
ら
し
に

し
の
び
よ
る
大
軍
拡
・
大
増
税

を
と
め
よ
う
」
と
題
し
、
違
憲

の
戦
争
法
が
強
行
採
決
さ
れ
て

か
ら
現
在
ま
で
10
年
の
情
勢

の
変
遷
と
現
在
の
緊
急
課
題
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
大
変
理
解
が

深
ま
っ
た
学
習
会
で
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
、
安
全
保
障

法
制
と
次
々
と
閣
議

決
定
、
強
行
採
決
さ

れ
「
国
家
安
全
保
障

戦
略
」
「
国
家
防
衛

戦
略
」
の
も
と
ア
メ

リ
カ
と
の
軍
事
・
防

衛
戦
略
に
よ
り
日
米

同

盟

が

深

化

さ

れ

「
統
合
防
空
ミ
サ
イ

ル
防
衛
」
の
も
と
日
本
各
地
に

ミ
サ
イ
ル
配
備
さ
れ
る
な
ど
、

大
軍
拡
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で

い
る
情
勢
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

軍
拡
に
重
み
を
お
い
た
政
治
は

国
民
生
活
の
破
壊
を
招
い
て
い

る
現
実
は
深
刻
で
あ
り
、
打
開

策
は
あ
る
の
か
？
日
本
は
平
和

憲
法
が
あ
り
、
憲
法
9
条
を

「
変
え
る
方
が
よ
い
」
は
35

％
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
加
盟

は
73
％
と
い
う
国
民
の
世
論

は
力
に
な
る
。
最
後
に
憲
法
の

重
み
を
信
じ
て
私
た
ち
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
訴

え
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
質

問
や
感
想
が
多
く
出
さ
れ
講
演

の
内
容
が
深
ま
り
ま
し
た
。

９
月
19
日
は
戦
争
法
廃
止

を
求
め
、
東
海
4
県
総
が
か

り
い
っ
せ
い
行
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

県評ホームページ http://www.s-kenpyo.jp/ 県 評 し ず お か ２０２５年 ９月１０日発行 復刊第 １９３号

静岡県労働組合評議会
〒420-0851

静岡市葵区黒金町55番地
交通ビル3階

TEL 054-287-1293 FAX 054-286-7973
Eﾒｰﾙ kenpyo@cy.tnc.ne.jp

〔１〕

県評しずおか

静
岡
県
共
闘
会
議
と
の
共
同
で
の

宣
伝
行
動
（
静
岡
駅
北
口
地
下
道
）

静岡県の最低賃金改定額

講演する小笠原弁護士

11月1日から

１０９７円

戦
争
法
廃
止
！
オ
ー
ル
し
ず
お
か
ア
ク
シ
ョ
ン
主
催
学
習
会

一コマ漫画

２
０
２
５
年
度
の
最
低
賃
金
改
定
で
、
都
道
府
県
ご
と
の
引
き
上
げ
額
が
9
月
5
日
出

そ
ろ
い
ま
し
た
。
Ｃ
ラ
ン
ク
の
す
べ
て
の
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
（
地
賃
）
を
は
じ
め
8

割
近
い
地
賃
が
目
安
を
上
回
る
答
申
を
出
し
た
こ
と
は
、
地
域
間
格
差
解
消
を
求
め
る
私

た
ち
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
最
賃
近
傍
で
働
く
労
働
者
の
怒
り
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。
上
乗

せ
額
の
最
大
は
熊
本
の
18
円
。
時
給
は
、
最
高
が
東
京
の
１
２
２
６
円
で
、
最
も
低
い
の

は
高
知
、
宮
崎
、
沖
縄
の
１
０
２
３
円
。
全
都
道
府
県
で
初
め
て
千
円
を
超
え
ま
し
た
。

せ
ん
。
こ
の
流
れ
を
早
急
に
断

ち
切
る
た
め
の
運
動
が
今
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

T.Nabeta



教
育
予
算
増
な
ど
を
求
め
る

教
育
全
国
署
名
（
県
・
政
令
・

国
会
へ
請
願
）
が
今
年
も
始
ま

り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
集
会
で
は
要
請
項

目
の
「
地
域
の
拠
点
と
も
な
る

学
校
を
残
す
た
め
、
学
校
の
統

廃
合
や
小
中
一
貫
化
を
す
す
め

な
い
で
」
の
学
習
を
企
画
。
統

廃
合
問
題
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

和
光
大
学
名
誉
教
授
山
本
由
美

さ
ん
の
『
学
校
統
廃
合
で
地
域
、

子
ど
も
は
ど
う
な
る
？
～
今
こ

そ
小
規
模
校
の
良
さ
を
見
直
す

と
き
～
』
の
お
話
な
ど
か
ら
次

の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
20
年
間
に
全
国
で
毎

年
約
４
５
０
校
が
小
規
模
校
な

ど
の
理
由
で
廃
校
。
統
廃
合
の

理
由
を
行
政
は
、
小
学
校
は

12
～
18
学
級
（
静
岡
市
は
～

24
）
が
「
標
準
」
と
言
い
ま

す
。
が
、
そ
の
数
は
教
育
的
効

果
と
無
関
係
に
、
行
政
効
率
性

基
準
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
。
こ

の
間
に
「
学
制
改
革
」
「
地
方

創
生
」
な
ど
の
政
策
が
打
ち
出

さ
れ
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の

名
で
、
公

共
施
設
の

15
％
～
20

％
削
減
が

行
政
の
数

値
目
標
化
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

学
校
の
場
合
も
「
経
営
的
視

点
」
で
の
「
適
正
規
模
・
適
正

配
置
」
が
進
め
ら
れ
、
文
科
省

も
統
廃
合
の
手
引
き
を
出
し
て

後
押
し
し
て
い
ま
す
。
し
か
も

早
く
取
り
掛
か
れ
ば
補
助
金
優

遇
な
ど
財
政
誘
導
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
動
き
が
、
静
岡
県

内
の
多
く
の
自
治
体
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
小
規

模
校
の
優
位
性
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
集
会
で
も
静

岡
市
の
玉
川
地
区
や
大
川
地
区

な
ど
か
ら
特
任
校
制
度
を
利
用

し
て
家
族
で
移
住
し
て
、
小
規

模
校
の
良
さ
を
感
じ
て
い
る
方

の
経
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
精

神
的
健
康
度
が
小
規
模
校
の
方

が
優
位
で
あ
る
と
い
う
調
査
デ
ー

タ
も
。
地
域
を
守
る
視
点
で
の

運
動
の
広
が
り
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。
も
っ
と
子
ど
も
の
声
を
聞

く
べ
き
と
い
う
こ
と
も
確
認
さ

れ
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
9
日
～
18
日
に
か
け
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
在
沖
縄

米
海
兵
隊
に
よ
る
「
沖
縄
県
道

104
号
線
越
え
155
ミ
リ
砲
榴
弾

砲
実
弾
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
「
米
軍
は
東
富
士
に
来
る
な
！

出
て
行
け
！
静
岡
県
民
の
会
」

は
、
各
団
体
と
協
力
し
て
監
視

活
動
を
行
う
計
画
で
、
県
評
か

ら
も
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
兵
員
３
４
０
名
、
車

両
60
両
、
榴
弾
砲
６
門
で
実

施
予
定
で
す
。

平
和
の
象
徴
「
世
界
文
化
遺

産
」
の
富
士
山
め
が
け
て
砲
弾

を
撃
ち
込
む
こ
と
は
平
和
と
は

か
け
離
れ
て
い
て
許
さ
れ
な
い

行
為
で
す
。
ま
た
、
防
衛
省
は

8
月
29
日
憲
法
違
反
の
敵
基

地
攻
撃
能
力
に
つ
な
が
る
国
産

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
（
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
）
を
巡
り
、

陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
（
熊

本
市
）
富
士
駐
屯
地
（
静
岡
県

小
山
町
）
な
ど
６
基
地
へ
の
配

備
計
画
（
２
０
２
５
～
２
７
年

度
）
を
公
表
し
ま
し
た
。
27

年
度
に
は
富
士
駐
屯
地
の
特
科

教
導
隊
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
日
本
全
土
が
標
的

と
な
る
「
ミ
サ
イ
ル
基
地
」
化

に
反
対
し
詳
細
な
配
備
計
画
の

説
明
や
、
地
域
住
民
へ
の
説
明

会
を
求
め
る
と
と
も
に
、
配
備

そ
の
も
の
を
中
止
す
る
声
を
高

め
て
い
く
運
動
が
必
要
で
す
。

※
沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え

実
弾
射
撃
訓
練
は
、
１
９
９
６

年
12
月
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
沖
縄

特
別
行
動
委
員
会
）
最
終
報
告

で
、
沖
縄
県
外
へ
の
移
転
が
日

米
で
合
意
さ
れ
、
矢
臼
別
演
習

場
（
北
海
道
）
、
王
城
寺
原
演

労
働
会
館
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
は
、
8
月
24
日
、
労
働

会
館
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
労
働
会
館
の
維
持
発
展
を

目
指
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
設
8
年
目
を
迎
え

た
同
会
館
に
14
団
体
42
名
が

集
い
ま
し
た
。

19
リ
ッ
ト
ル
の
生
ビ
ー
ル

と
、
手
づ
く
り
の
料
理
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
中
で
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新

婦
人
や
地
域
支
部
の
方
が
、
て

ん
ぷ
ら
、
チ
キ
ン
照
り
焼
き
、

モ
ツ
煮
、
ピ
ザ
、
餃
子
な
ど
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
支

部
か
ら
参
加
し
た
ム
ニ
ス
さ
ん

は
、
牛
挽
き
肉
が
詰
ま
っ
た
パ

ス
テ
ル
・
デ
・
カ
ル
ネ
な
ど
の

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
持
っ
て
き
て

く
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
西
部
地
区
労

連
の
堀
内
議
長
は
「
会
館
運
営

に
た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
建
設
資
金
で
あ
る
借
入
金
も

少
し
ず
つ
返
済
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
な
会
館
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
白
雪
あ
り

あ
さ
ん
の
昭
和
歌
謡
で
、
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
、
夏
の
扉
な
ど

8
曲
を
披
露
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
各
労
組
・
団

体
か
ら
自
己
紹
介
も
含
め
て
報

告
が
あ
り
、
団
体
の
取
り
組
み

の
交
流
を
し
ま
し
た
。
今
年
も

堀
内
さ
ん
が
考
え
た
ユ
ニ
ー
ク

な
ク
イ
ズ
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。

労
働
会
館
は
労
組
の
大
会
、

会
議
、
学
習
会
、
交
流
会
、
娯

楽
な
ど
安
く
て
気
軽
に
利
用
で

き
る
便
利
な
場
所
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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東
海
4
県
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

10
月
18
日
（
土
）
13
時

30
分
か
ら
今
年
の
（
い
の

健
セ
ン
タ
ー
）
東
海
4
県

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
愛
知
県
を

舞
台
に
開
か
れ
ま
す
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
は
県
評
会

場
で
参
加
可
能
）

今
年
の
テ
ー
マ
は
過
労

死
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
す
る

取
り
組
み
で
す
が
、
岐
阜

県
労
連
事
務
局
長
の
平
野

氏
の
講
演
を
中
心
に
行
い

ま
す
。
岐
阜
県
は
、
い
の

ち
と
健
康
守
る
セ
ン
タ
ー

が
な
く
県
労
連
が
運
動
を

支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
労
働
相
談
と
し
て
過
労

死
・
パ
ワ
ハ
ラ
事
件
、
労

災
事
案
を
つ
か
み
、
県
労

連
事
務
局
プ
ラ
ス
α
の
部

隊
が
団
体
交
渉
を
行
い
、

調
査
を
行
い
、
労
災
等
の

申
請
事
務
を
行
う
な
ど
し

て
い
ま
す
「
労
働
者
の
切

実
な
要
求
を
取
り
上
げ
て
」

と
い
う
本
来
の
労
働
運
動

で
す
。
労
働
組
合
が
あ
る

職
場
で
は
、
過
労
死
問
題

で
県
労
連
が
真
剣
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
信
頼
を
得

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

本
県
に
お
い
て
は
、
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
が
一
人
で

も
加
盟
で
き
る
組
合
と
い

う
強
み
を
生
か
し
て
、
労

働
相
談
か
ら
上
が
っ
て
く

る
過
労
死
等
、
パ
ワ
ハ
ラ

事
案
な
ど
を
取
り
上
げ
、

大
変
機
動
的
に
団
体
交
渉

を
行
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
撲

滅
や
過
労
死
等
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

労
災
申
請
等
は
安
健
セ

ン
タ
ー
も
協
力
し
て
い
ま

す
。
労
働
相
談
で
は
、
非

正
規
労
働
者
で
組
合
の
な

い
と
こ
ろ
で
切
実
な
要
求

が
渦
巻
い
て
お
り
、
労
働

運
動
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り

と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
パ
ワ
ハ
ラ

問
題
を
中
心
に
取
り
組
み
、

10
数
名
の
新
し
い
組
合
が

結
成
さ
れ
た
と
い
う
状
況

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

県
評
運
動
が
組
合
員
減

少
に
悩
む
中
展
望
は
「
働

く
者
の
要
求
を
実
現
す
る
」

と
い
う
運
動
の
原
点
に
た

ち
返
る
こ
と
に
あ
る
と
思

わ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ

ン
の
経
験
や
岐
阜
県
労
連

の
取
り
組
み
を
学
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
東
海
4

県
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。

職場の安全衛生を実現するために
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８
月
21
日
、
定
例
研
究
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
「
年
収
の
壁
」
か
ら

考
え
る
税
と
社
会
保
障

の
関
係
」
と
題
し
て
中

澤
秀
一
氏
が
報
告
し
ま
し
た
。

近
年
の
最
低
賃
金
の
上
昇
に

伴
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
「
年
収
の
壁
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
正
規

雇
用
の
主
婦
な
ど
で
所
得
が

一
定
水
準
を
超
え
る
と
扶
養

対
象
外
と
な
り
、
税
や
社
会

保
険
料
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
本

人
や
世
帯
全
体
の
手
取
り
が

減
少
す
る
こ
と
＝
手
取
り
の

逆
転
現
象
に
由
来
す
る
。

年
収
が
１
０
３
万
円
を
超

え
る
と
所
得
税
の
課
税
が
発

生
し
、
加
え
て
扶
養
す
る
者

の
所
得
税
の
優
遇
策
が
な
く

な
る
。
１
５
０
万
円
を
超
え

る
と
配
偶
者
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
逓
減
し
て
い
く
。

こ
の
た
め
に
被
扶
養
者
が
自

ら
の
収
入
を
こ
れ
ら
の
枠
内

に
調
整
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
社
会
保
障
で
は
、
年
収

が
１
０
６
万
円
お
よ
び
１
３

０
万
円
を
超
え
る
と
、
被
扶

養
者
の
認
定
を
受
け
ら
れ
ず

自
ら
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
、

保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
「
年
収
の
壁
」
に
関

連
し
た
議
論
が
盛
ん
に
交
わ

さ
れ
て
い
る
の
は
、
世
帯
単

位
で
設
計
さ
れ
て
い
る
社
会

シ
ス
テ
ム
（
税
制
・
社
会
保

障
制
度
・
賃
金
雇
用
シ
ス
テ

ム
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が

露
呈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
て
生

き
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
個
人
単
位
化
、
つ
ま

り
「
年
収
の
壁
」
の
縮
小
・

廃
止
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

賃
金
だ
け
に
極
端
に
依
存
し

て
い
た
社
会
か
ら
、
欧
州
の

よ
う
に
賃
金
と
社
会
保
障
の

セ
ッ
ト
で
な
り
た
つ
社
会
を

め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
シ
ス
テ
ム
の

個
人
単
位
化
に

静岡県労働研究所NO97

報
告
す
る
中
澤
氏

沖
縄
県
道
104
号
線
超
え
155
ミ
リ
榴
弾
砲
実
弾
訓
練

西
部
地
区
労
連
労
働
会
館
夏
祭
り

講
演
す
る
山
本
由
美
氏

参
加
者
に
よ
る
記
念
写
真

監視行動の様子

子
ど
も
と
教
育
を
考
え
る
静
岡
県
民
会
議
は
、
８
月
31

日
『
教
育
全
国
署
名
静
岡
県
ス
タ
ー
ト
集
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
50
人
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
と
教
育
を
考
え
る
静
岡
県
民
会
議

習
場
（
宮
城
県
）
、
東
富
士
演

習
場
（
静
岡
県
）
、
北
富
士
演

習
場
（
山
梨
県
）
、
日
出
生
台

演
習
場
（
大
分
県
）
、
の
5
か

所
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。


